
様式１（高等学校）
【高等学校用】
令和２年度学校評価 結果・学校関係者評価

 前年度
 評価結果の概要

4 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○新学習指導要領を見据えた授
業の推進

○教員の授業力向上のための相互授
業参観の実施（各教科年間に1回以上）

・11月に校内授業参観日を設け、教科代表の授業を参観し、
感想などを交換して授業づくりに生かす。
・調べ学習・発表等を充実させ、主体的な学びを重視した授
業を計画・実践する。

A

・10月にＩＣＴ利活用に係る授業公開、12月には各教科代表による「新しい学力観」をテー
マにした授業公開を実施し、ほぼ全員がいずれかの授業を参観し、感想等を交換した。
・新課程移行へ向けてスクールポリシーを策定し、全ての教科で資質・能力育成のため
の取組を再検討した。

Ａ

・授業力向上に向けた取組は教師の本分であり、試行錯誤され敬意を表する。ＩＣＴ利活用等今後の
更なる飛躍を期待する。スクールポリシー策定は、これまで同様の取組がなかったのか。
・指導力強化のための教職員相互授業参観は良い。
・他の良い所を吸収出来れば良い取組と成長していくと思う。
・授業参観では生徒が主体的に参加できていて素晴らしかった。

○家庭学習時間の確保と学力向
上

○家庭学習時間の確保
　　（目標：平日１時間30分）

・自己の将来の目標を意識させ、日課表で日々の生活を振り
返らせる。
・学習意欲喚起のため学習用PC活用法を研究する。
・生徒の意欲を高めるため、年間を通して小テスト（漢字、英
単語）を実施する。

B

・ＩＣＴ利活用推進プロジェクトチームのリードで、オンラインの授業や学習用ＰＣを用いた
効果的な学習法の研修が進み、教職員のスキルアップにつながった。
・年間を通した小テスト等を実施したが、生徒の家庭学習時間の増加にはつながらす、更
なる工夫が必要である。

Ａ

・各家庭・各生徒でそれぞれ環境や意識等が違う中、家庭学習時間の確保への策は難しいと思う。
現時点でもよくやっていただいている。
・オンラインはこれからの時代に必要なので継続されたら良い。
・年間を通した小テストは力になる。家庭学習を促すのは難しい部分もあると思うが、更に進めてほ
しい。

●生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、
倫理観や正義感、感動する心な
ど、豊かな心を身に付ける教育活
動

○スクールカウンセラーの積極的活用
　

○多様性を認め合える人権教育

○図書館の来館者数、貸出冊数の増加

・スクールカウンセラーによる講演会及びカウンセリング後の
コンサルテーションを充実する。
・心の健康調査を５月に行い、生徒の心の状況を把握しス
クールカウンセラーと情報共有して指導する。
・HR活動で人権に関する学習や人権教育講演会を開催する
（５月、１２月）。
・環境整備、情報提供、蔵書の充実を図る。

B

・1年生向け「こころの講座」や連休あけの「健康調査」で、悩みをもつ生徒について早く情
報を把握し、情報の共有とスクールカウンセラーにつなぐことで早期に対応することがで
きた。
・人権教育については５月に進路保障ＬＨＲを実施、12月の講演会は集会の形はとれな
かったが、担任の指導の下実施した。
・「図書館だより」を毎月発行（計１０回）し、連動する形で、館内展示や配架に工夫を凝ら
した。総貸出冊数では休校の関係もあり、去年を上回ることは出来なかったが、毎月の来
館者数、貸出冊数ともに昨年度より増加した。

Ａ

・スクールカウンセラーの役割は改めてありがたく思う。解決に時間がかかっても早期発見・対応の
環境が整っているのは素晴らしい。
・図書への関りについては、予算との関係もあるのではないか。
・スクールカウンセラーとの情報共有など連携が取れており、生徒にしっかり向き合っている。
・スクールカウンセラーの活用をさらに進めてほしい。
・図書館の利用減に歯止めがかかったのは良いこと。

●いじめの早期発見、早期対応体
制の充実

〇教育相談と学年団との定期的な情報
交換（各学期１回）

○佐賀商業高校いじめ防止基本方針に
則った未然防止・早期対応と再発防止

・Hyper-QU検査を年１回実施する（7月）。
・教育相談月間（４月・９月）や長期休業前後の個人面談を実
施し、いじめや悩みなどの早期発見や早期対応に努める。
・いじめ防止強化月間（５月・１２月）で啓発活動を行う。 A

・Hyper-QU検査の結果から「要支援」の生徒・保護者へカウンセリングを勧奨し、的確な
アドバイスを受けることができた。
・4月・9月の担任との教育相談面談、7月・11月・2月（9日実施）のいじめアンケートで友人
とのトラブル事案などを早期に覚知・解決できた。
・12月にはコロナ関連での差別などの相談窓口について「教育相談だより」をホームペー
ジにて連絡した。

Ａ

・「いじめゼロ」が望ましいのは当然だが、多様な人間の集団生活には起こりうるものであり、早期発
見・対応に敬意を表したい。引き続き防止啓発はもちろん、アンテナを張り巡らしていただきたい。
・いじめはあるものとして取り組んでいただければと思う。
・いじめの早期発見、早期対応ができている。

○モラル教育の強化

〇各学科・教科における情報モラ
ル教育

○モラルアンケートで「できる」の割合
90％以上

・年間２回、モラルアンケートを実施し、自己チェックによりモ
ラルの向上を図る。
・商業科・情報管理部・生徒指導部が連携してアンケート作
成・実施及び結果分析をし、課題に対応する。
・情報モラル教育では、関係外部機関との連携による講演会
を実施する。

B

・本校独自の学習用ＰＣ利用規約を作成・配布し周知を図った。第1回の情報モラルアン
ケートで、利用規約を読んでいない生徒が20％程度にものぼったので、再度、周知を徹
底させた。
・12月には本校職員による情報モラル教育講演会をオンライン実施し、SNS等の危険性
等のついて理解を深めさせた。
・次年度は「心の教育」と合わせて取り組みを企画したい。

Ｂ

・情報モラル教育は今の時代最も取り組んでいただきたいもの。家庭での教育が最も大事であると
思うが、講演会等を実施しても、本当に必要な保護者には届かない難しさがある。常に監視してい
ただければと思う。
・ＳＮＳは便利で楽しい一方、様々な危険も孕んでいる。保護者にも知識が必要であり、責任もある。
・情報モラルを伝えるのは難しいと思うが、現代を生き抜くうえで不可欠な能力として、より伝えて
いってほしい。

●「望ましい食習慣と食の自己管
理能力の育成」

●「健康に食事は大切である」と考える
生徒９０％以上

・定期的に「保健だより」で必要な情報を発信していく。
・保健室を訪れる生徒の情報を担任と共有し連携して指導す
る。 A

・これまで健康だよりを１２回発行し、健康に関する情報を発信した。
・７月と１２月に食に関するアンケートを実施し、意識を高めた。「健康に食事は大切であ
る」と考える生徒は７月97.7%、１２月100%であった。
・随時、保健室を訪れる生徒の情報を担任や教育相談と共有し連携して指導した。

Ａ
・完全に家庭の問題と思う。学校としてやるべきことはやっていただいていると思う。
・食育に定時制の給食室の活用を考えてみてはどうか。
・若い時は実感しにくいと思うが、食事をはじめ、睡眠、休暇などが大切なことを伝えてほしい。

●「安全に関する資質・能力の育
成」

●生徒の交通事故を０（ゼロ）にする。 ・年間２回の自転車点検の実施及び５月の交通安全教室をと
おして、交通安全への意識を高める。
・毎朝、登校指導を行い、生徒の自転車通学等の実態を把握
しつつ、適宜、指導を行う。

B

・年間計画通りに交通安全指導は実施できたが、残念ながら生徒が被害を受ける登下校
中の事故が４件発生した。しかし、例年より、交通関係の苦情は少なく、アンケートでは、
85％以上が学校は十分な安全教育を行っていると回答している。
・交通事故被害防止のためにも、更に交通安全に対する意識を高めるよう指導を徹底し
たい。

Ａ

・交通安全指導を計画的に実施していただいているのであれば、交通事故ゼロ未達成は致し方ない
面もあるが、被害のみであっても事故発生の原因究明が必要ではないか。
・事故の事例等もあわせて教育されると良いと思う。交通事故防止に向けて、更に指導に努めてほ
しい。

●業務効率化の推進と時間外勤
務時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限の遵守

・定時退勤日（月曜）の設定と掲示や口頭による啓発。
・長期休業中における学校閉庁日の設定
・学校基本方針に沿った部活動の活動時間および休養日の
徹底。

B
・定時退勤日（毎週月曜日）や職員朝礼の週2回実施（月・木曜日）等によって業務改善を
進めたこと。特活指導部を中心とした部活動運営についての合意形成により、部活動休
養日が増加したことなどによって、昨年よりも時間外労働の縮減につながった。 Ｂ

・よくやっていただいているという認識である。外部指導者の積極的活用等、部活動・教科指導等現
場の希望にこたえる環境づくりが必要である。
・継続して取り組んでほしい。

○有給休暇の積極的な取得推進
と教員の意識改革

○有給休暇の取得を年間14日以上 ・有給休暇を取得しやすい職場環境づくり。
・校務システム（メッセージ機能）やメール会議を活用した情
報共有による放課後会議の削減。 B

・夏季休業中の学校閉庁日を他校より多く設定したことや、積極的な年休取得を呼びか
けたことにより、有給休暇の一人当たりの年間取得日数の平均が12.9日と昨年よりも増
えた。
・オンライン会議等、業務改革への取組も進んだ。

Ｂ
・有給休暇の取得については、子どもたちと向き合う教師の心身が健全であってほしいので、まずは
管理職が実践して他の教職員に示してほしい。
・学校閉庁日を設定するのは効果的である。引き続き、休暇を取得しやすい職場づくりをお願いした
い。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○生徒の進路実現に向けた３年間
を見通した系統的な指導

○3年生の進路確保 ・就職指導、進学指導両面について、これまでの取組内容を
吟味して、各学年で取り組む内容を整理し直す。
・必要に応じて学年会議に進路指導部から参加し、学年・進
路間の連携を図る。

A
・今年度は学年と連携しながら、３年生全員の進路を確定することができた。また次年度
に向け、各学年と連携しながら系統的な進路指導ができるよう取組内容を整理できた。
・オンライン配信を活用し、より効果的な研修実施方法を確立することができた。 Ａ

・コロナ禍の昨今、素晴らしい結果を残していただいた。保護者としてこれほどありがたいものはな
い。
・全員の進路が決まっているのは素晴らしいと思う。
・コロナ禍で大変な中、生徒に寄り添い、就職・進学ともに十分な成果をあげている。

◎志を高める教育 ○生徒の学校生活充実度・満足度を８
５％以上

・生徒会の各種委員会が自ら課題を設定し、学校活性化のた
めに具体的に取り組む。
・全校生徒に対して学校生活に関するアンケートを実施し、要
望点を集約し、積極的に改善に向けて努力していく。 A

・アンケートでは95％の生徒が「学校生活が充実している」と答えている。
・コロナ禍の中、各種生徒会委員会は学校活性化のために、工夫を凝らし精力的に活動
できた。生徒保健委員会は、保健部と連携し、全校生徒に手洗い、マスク着用、換気の必
要性を毎日訴えた。また、文化祭の「佐商マスクプロジェクト」の取組は県主催のＩＣＴプレ
ゼン大会で優秀な成績を収めた。

Ａ

・この学校の一番の売りだと思う。生徒達の自主的な活動とそれをサポートしていただく先生方。結
果も素晴らしいが、それよりも過程が素晴らしいと思う。
・コロナ禍にあっても、生徒が前向きに様々な行事に取り組んでこられたのも、教職員の支援があっ
てのことと思う。
・「佐商プライド」がテーマに掲げてあるのは良い。ＳＳＰ杯の総合優勝、各種文化・スポーツ大会の
躍進は生徒の誇りになると思う。
・数値目標があるのは良いと思う。

○各学科の特色を生かした取組の
推進と広報

○学科の特色づくりのための外部講師
の積極的利用と国際交流の推進

○情報処理科の長期的展望の構築

・グローバル人材育成に関する県のプログラムや機関を活用
し、外部講師との授業プログラムを組む。
・情報処理科担当者で定期的に会議を行う。専門学校等の
外部講師を活用し、高度な技術を学ぶプログラムを組む。
・海外研修への情報提供と積極的な参加を呼び掛ける。国際
交流を積極的に受け入れる。
・各学科の特色（特に情報処理科）を明確に示し、情報発信・
広報を強化する。

A

・グローバルビジネス科では外部講師による講演、大学留学生との交流、韓国高校生と
オンライン交流等を行うことができ、多文化理解・交流が進んだ。また伊万里焼や名尾和
紙等の体験学習によって日本や郷土文化の理解を深めることができた。
・情報処理科では、外部講師の授業等で質の高いコンテンツを作成したり、生徒がドロー
ンによる空撮から学校紹介ビデオを作成するなど特色ある取組を進めるとともに、県主催
のＩＣＴプレゼン大会で最優秀賞を獲得するなど情報発信も進んだ。
・学校のグランドデザインを作成する中で、学科の在り方についても再検討を行った。

Ａ

・直接交流できるのが理想だと思うが、コロナ禍のためオンライン交流も生徒たちにとっていい経験
になっている。
・海外とのオンライン交流は良い取組だと思う。外国の高校の授業を受けるのとかもよさそうな気が
します。
・国際感覚を養うグローバルビジネス科、情報処理科など学科の特色を生かした現代に通じる取り
組みができている。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

最終評価 学校関係者評価重点取組
具体的取組

・新学習指導要領移行を見据え、教職員の授業力と生徒の学力の向上　　　　　　　・学校の特色・魅力づくりと広報の充実
・モラル教育の一層の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・部活動の適正運営と働き方改革の推進

学校名 佐賀県立佐賀商業高等学校

・新学習指導要領を見据え、学科の特性を生かした授業内容の改善　　　　　　　　　　　・指導力向上のための研究授業や相互授業参観などの推進
・安全安心な学校として、交通、防犯などを含むモラル意識の向上　　　　　　　　　　　　 ・地域・保護者との連携協働による生徒の育成

具体的取組
最終評価 学校関係者評価

●学力の向上

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

 重点取組内容・成果指標

1

重点取組

「夢実現、燃えろ佐商！」「新たなる伝統を！」のスローガンのもと、グローバル化や高度情報化が進む地域社会・国際社会に貢献できる商業人として、必要な知識と技術を習得させ、社会に必要なマナーやモラルを身に着けさせるとともに、何事も自ら考え行動
できる生徒の育成を目指す。

 学校教育目標2

3 ・志を高く持ち、その実現に向けて努力できる生徒の育成　　　　　　　　　 　　　・グローバル社会の課題や高度情報化に対応し、社会に貢献できる商業人の育成
・高い規範意識やモラル・人権意識をもち地域に信頼される生徒の育成 　　　・生徒の可能性を引き出す教職員の指導力向上

〇活力ある学校づくり

●心の教育

●健康・体つくり

●業務改善・教職員の
働き方改革の推進

 本年度の重点目標


